
 

岐医発第 73 号－2 

令和 5年 1月 16 日 

関係各位 
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令和４年度在宅医療連携強化事業 医療用麻薬に関する医薬連携事業 

在宅医療における医薬連携研修会の開催について＜案内＞ 

 

 平素は、本会の活動に対し格段のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、本会では、在宅医療連携強化事業の一環として、多職種を対象とした在宅医療における

医薬連携の在り方や、在宅療養患者の看取り期の薬剤の取り扱いについて学ぶための研修会を開

催することといたしましたので、ご案内いたします。 

ご参加いただける場合は、裏面の『受講申込方法』をご確認いただき、お申込いただきますよ

うお願いいたします。 

 

令和４年度在宅医療連携強化事業 医療用麻薬に関する医薬連携事業 

在宅医療における医薬連携研修会 
テーマ：在宅における緩和ケア・医療用麻薬と医薬連携 

【日   時】 令和5年2月19日（日） １３時３０分～１５時３０分 

【開催方法】 ハイブリッド形式 

①会場出席：岐阜県医師会館6階大会議室 
（岐阜市薮田南3-5-11 ＴＥL:058-274-1111） 

②Web聴講：Zoomウェビナーで配信 （事前登録必要です） 
Zoomウェビナー情報  ID: 851 6084 8951 パスコード:gifu0219 

 

プログラム 

第１部 講演：在宅における薬剤師の役割と医薬連携の実際 （40分） 

講師：岐阜県薬剤師会 岸邉 美紀子 

第２部 講演：訪問診療における医薬連携の実際 （30分）                     

講師：岐阜県医師会常務理事 佐竹 真一 

第３部 シンポジウム:(仮）在宅医療における医薬連携の在り方・今後の課題について 

 

 

 

   

担当者 岐阜県医師会事務局 伊藤 

ＴＥＬ 058-274-1111  ＦＡＸ 058-271-1651 

第１部では、在宅療養患者の薬剤に関するよくある症状とその対応について、お話しいただきます。 

〇麻薬を内服薬から貼り薬に切り替える際の投与タイミング 〇薬剤が多い場合の対応  

〇褥瘡の治りが悪い場合の対応 〇浮腫がひどく皮膚症状が改善しない場合の対応  等 

★看取りケアに関わる訪問看護、訪問介護、施設職員の方にも、ぜひ、ご参加いただきたい

内容となっております。 



 

令和４年度在宅医療連携強化事業 医療用麻薬に関する医薬連携事業 

 「在宅医療における医薬連携研修会」受講申込方法 
開催日時＝令和5年 2月１９日（日）１３：３０開始 

 

                           

 

【①会場出席する場合】                   

申込方法                     会場出席専用申込フォーム⇒ 

 
下記項目を記入し FAX送信いただくか、右QRコードから専用申込フォームにご入力ください。 

 

          申込期限：令和５年２月１５日（水） 
 

FAX送信用紙                           ＦＡＸ番号：０５８－２７１－１６５１  

氏 名：                              職種： 

所属機関名：                     

メールアドレス： TEL： 

 

 

 

【②Web聴講（Zoomウェビナーで受講）する場合】 

申込方法                                zoom事前登録専用⇒ 

 

①下記のURL、または、右QRコードより Zoomウェビナー事前登録をお願いします。  

 

Zoom事前登録URL：  https://onl.sc/mFy8uq4  

ZoomウェビナーID:   851 6084 8951     

パスコード:     gifu0219 
 

②「ウェビナー登録」に必要事項を入力し、最後に「登録」ボタンをクリックしてください。 

③登録完了後に岐阜県医師会＜no-reply@zoom.us＞より、当日視聴用の招待メール

が届きます。 
※迷惑メール対策やドメイン指定等されている場合は、「no-reply@zoom.us」のメールアドレス

が受信できるよう設定変更をお願いします。 

 

当日視聴方法 

①上記③で届いたメールにある「ウェビナーに参加」をクリックしてください。 

②「パスコード（gifu0219）」「名前（フルネーム）」を入力してください。 

 


